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インターネット 
データ 

外部データ 
基本分析 分析結果 

データベース 

a データ属性
b 文章力評価
c キーワード群
d キーセンテンス群
e ワード重量値
f 近似文
g 分野コード群
●分析基本機能を参照 ｃ、d、f、g は内容特定材料、 

検索要因になる。 

文字データ 

内部データ 
企画等のデータ 

a データ属性
b 文章力評価
c キーワード群
d キーセンテンス群
e ワード重量値
f 近似文
g 分野コード群

基本分析 

センテンスから文章を、文章から文章を、
趣旨に沿った文章データを検索する。 
単語で検索する場合でも、該当単語が趣
旨を構成している文章データを検索する。 

検索 

社会現象
Data 

論文Data 

企画文
Data 

市場Data 

他産業
Data 

記事Data 

報告文
Data 

顧客データ
Data 

a データ属性
b 文章力評価
c キーワード群
d キーセンテンス群
e ワード重量値
f 近似文
g 分野コード群

●データ属性は文章が書かれた時期、作者、指定された分野、
分析日などが記録される。時間は変化の程度を計る時に、作者
名は複数文の共通項を見出す時などに使われる。 
●文章力評価は、表現された内容に対しての信頼材料になる。 
●キーワード群は、内容を示すだけでなく、文章間の相関、相反
を抽出する。 

分析値は35種類、分解数は200項目あるが、
その中で特に大切な項目を７つ挙げた。 

人と組織と社会の一体化を試みなければならない。個人の長所、得意を、組織のミッション・事業と結びつける。組織と社会を結び
つけ、組織の特異をもって社会で最大限に機能させる。そのために、知識、技術、商品、顧客、社会ニーズと問題を、時間経過を含め
て、一つの土俵に挙げていく。 異なる性質のデータを一つにつなぐための方法を文章分析に見いだした。 
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